
1：局排
知識

2：運転
条件

3：運用
と使用

4：排気
と換気
設備

5：排ガ
ス処理

6：環境
管理

7：薬品
保管

8：運用
と緊急
対策

9：保守
と点検

10：その
他

法規、規格なし
ｴｱｶｰﾃﾝ方式の危険
性「日本建築学会」

ｴｱｶｰﾃﾝ方式の使用制限
・使用制限　「ASHRAE」
・特殊状況下のみでの使用
「ANSI/AIHA」
・封じ込め能力の低下を引き起
こす可能性有り「Prudent
Practice」

○ ○ ○

法規、規格なし

給気ｼｽﾃﾑ風速　・ﾌｰ
ﾄﾞ面風速の1/3以内
(1/4から1/2との表現
もあり)「日本建築学
会」

給気ｼｽﾃﾑの風速
・ﾌｰﾄﾞ面風速の半分以下(出来
れば1/5以下)「ASHRAE」
・ﾌｰﾄﾞ面風速の30%未満　「NFPA
45」
・ﾌｰﾄﾞ面風速の半分以下(出来
れば1/3以下)「ANSI/AIHA
Z9.5」
・ﾌｰﾄﾞ面風速の20-50%　[SEFA」

○ ○ ○

項目

局所排気装置と運用・管理の基礎知識とのリンク関係

参
考
資
料

国内法規 国内の推奨基準 海外スタンダード

REHSE推奨指針

局所排気装置の性能低下の要因となる外乱気流、特に空調機の吹き出し空気の気流が、開口面に直接当たらないように注意し
てください。

局所排気装置の設置環境 キーワード 設置
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